


1） 本製品と本書は、ヤノ電器株式会社の著作物です。当社の著作物の一部または全
部を、当社に無断で複製し、複写し、転載し、改変することは、法律で禁止され
ています。

2） 本製品と本書は、改良のために内容を予告せずに、変更する場合がありますので
ご了承ください。

3） 本製品は、法律で定める戦略物資等輸出規制製品に該当する場合がありますので、
本製品の輸出あるいは国外への持ち出しにはご留意ください。

4） 本製品は、日本国内でご利用いただくように設計、製作されています。国外での
ご使用に関しては、当社は責任を負いかねます。国外へのサポート、アフター
サービスはいたしかねますので、あらかじめご了承ください。

5） 本製品を使用して、作成し、保存したデータが、ハードウェアの故障、誤動作あ
るいは他の理由によって破壊された場合には、当社は理由の如何にかかわらず保
証いたしかねます。ご必要なデータはあらかじめバックアップされることをお奨
めいたします。

6） 本製品もバックアップし、ご自分で保有される場合に限って、一部のみ複写する
ことができます。

7） 本製品のソースコードをお客様に開示し、ご使用を許諾することはありません。
本ソフトウェア製品の解析、逆アッセンブル、逆コンパイル、またはリバース
エンジニアリングを禁止しております。

8） 本書に記載のない、あるいは本書に記載された内容と異なる操作によって生じた、
どのような事故、損害に関しても、当社では責任を負いかねます。

9） 本製品は、医療など人命にかかわる機器、航空機、原子力、輸送など高い信頼性
や安全性を必要とする設備や機器としての使用、あるいはこれらの機器や設備に
組み込んで使用されることは考慮しておりません。このようなご利用によって生
じた、どのような事故、損害に関しても、当社では責任を負いかねます。

10）本製品および本書の内容について、ご不審な点や、お気付きの点がございましたら、
当社カスタマサポートまでご一報くださいますようお願い申し上げます。



はじめに

このたびは、弊社製NAS RAID装置 N-RAID 2ドライブ をお買い上げ
いただきありがとうございます。N-RAID 2ドライブ は、これ１台で
ファイル共有を行うことができるNAS（Network Attached Storage）シ
ステムです。
このマニュアルを読んでN-RAIDの設定を行ってください。なお、こ
のマニュアルでは、一部を除き「N-RAID 2ドライブ 」のことを「本
製品」または「サーバー」と記述しています。Mac OSおよびMac OS
Xを搭載したコンピュータを総称して「Macintosh」、Windowsを搭載
したコンピュータを総称して「Windows」と記述しています。また、
Webブラウザから呼び出してお使いいただける本製品の管理ソフトの
ことを「YFS Controller Pro」と記述しています。このマニュアルに記
載されている画面上の表示等は、お使いのコンピュータのシステムの
設定やバージョンによって、見え方が異なる場合があります。

●マニュアルの本文中の記号について

操作上、非常に大切なことを説明しています。注意事項を守らない
と、重大なトラブルが発生し、データが失われることがあります。

操作にあたって気にとめていただきたいことを説明しています。操作
の参考にしてください。

注　意 



ケガや故障、火災などを防ぐために、ここで説明している注意事項を、必ず
お読みください。

この表示の注意事項を守らないと、火災・
感電などによる死亡や大ケガなど人身事故
の原因となります。

この表示の注意事項を守らないと、感電や
その他の事故によりケガをしたり、他の危
機に損害を与えたりすることがあります。

本製品の取り付け、取り外しの時は、必ずコンピュータ本体の
注意事項に従ってください。

本製品の分解、改造、修理をご自分で行わないでください。
火災や感電、故障の原因になります。また、故障時の保証の対象外
となります。

本製品に付属の電源ケーブル以外は使用しないでください。
火災や感電、故障の原因になります。

本製品やコンピュータ本体から煙が出たり異臭がした時は、直
ちに電源を切り、ACコンセントから電源プラグを抜いてくださ
い。そのあと、ご購入店などにご連絡ください。
そのまま使用すると、火災や感電、故障の原因となります。

本製品やコンピュータ本体に、水などの液体や異物が入った時
は、直ちに電源を切り、ACコンセントから電源プラグを抜いてく
ださい。そのあと、ご購入店などにご連絡ください。
そのまま使用すると、火災や感電、故障の原因となります。



水を使う場所や湿気の多いところで、本製品やコンピュータ本
体を使用しないでください。
火災や感電、故障の原因になります。

本製品の取り付け、取り外しの時は、慎重に作業を行ってくだ
さい。
強引な着脱は、機器の故障や、ケガの原因になります。

本製品やコンピュータ本体を次のようなところで使用しないで
ください。

・不安定な場所 ・ホコリの多い場所

・振動のある場所 ・直射日光の当たる場所

・高温 /多湿な場所 ・衝撃のある場所

・強い磁気の発生する場所

長期間、本製品やコンピュータ本体を使用しない時は、電源プ
ラグを抜いておいてください。
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Chapter 1では、本製品を使用する前に、知っておいて
いただきたいことを説明しています。



C
hapter 1 本製品のパッケージには、下記のものが入っています。お使いになる前に、必ず内容を

ご確認ください。不足品や破損品などがありましたら、すぐにお買い上げの販売店また

は弊社カスタマサポートへご連絡ください。  P116 「サポートとサービスのご案内」

・N-RAID本体......................................................................................... 1台
・交換用スペアドライブ※ .................................................................... 1台
　※ スペアドライブ付きモデルのみ（スペアドライブが含まれないモデルには
　　  付属しません）

・電源ケーブル ....................................................................................... 1本
・ネットワークケーブル ....................................................................... 2本
・キー ....................................................................................................... 2本
・ユーザーズマニュアル（このマニュアルです）............................. 1冊
・保証書、ユーザー登録カード ...................................................... 各 1部

ファイル共有等のサービスを利用するクライアントです。

Windows

Mac OS 7.6※1 ～ 9.2.2  /  Mac OS X 10.1以降

   Windows 95 / 98 / 98 SE / Me / NT 4.0 （SP3以降）/ 2000 / XP

Macintosh

・対応OS ：Mac OS 8.6～ 9.2.2 / Mac OS X 10.1以降
・Webブラウザ ：Internet Explorer 5.0以降

　Netscape 4.7以降
　Safari 1.0 以降

・対応OS ：Windows 95 / 98 / 98 SE / Me / NT 4.0 （SP3以降）/
2000 / XP

・Webブラウザ ：Internet Explorer 5.0.1以降
  Netscape 4.7.3以降

Webブラウザによりサービスを設定します。

Windows

Macintosh

※1 Open Transport 1.1～が必要です。
クライアント環境のコンピュータは、ネットワークポートを装備している必要があります。

Java Script と Cookie を使用しています。Java Scriptを利用できる設定にてご使用ください。



LANに接続し簡単な設定を行えば、NAS（Network Attached Storage）がこれ1台で実
現します。
各種データの保存や共有、一元管理やバックアップなどの用途にお使いいただけます。
また、MacintoshとWindowsの両方からアクセス可能で、さらにNFS（Network File System）
を介してUNIXなどの混在している環境でもスムーズにデータ交換を行えます。
本製品には、2台のハードドライブが装備されており、シングルドライブ構成やRAID
構成など、用途に応じた形態で使用することができます。

MacintoshとWindowsが混在した環境でも、機種やOSの違いによるトラブルやファ
イル名の文字化けなどの問題なく、各種データの保存や共有、一元管理やバックアッ
プ等に使用できます。
※OS固有の制限がありますのでご注意ください。 詳しくはP12をご覧ください。
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インターネットを通じてファイル共有できる「WAN DISK（ワンディスク）機能」を
搭載しています。本製品をインターネットへ接続可能なルータに接続することにより、
外部からのアクセスや外部へのファイル公開などを行うことができます。例えば、出
張先や自宅のパソコンから本製品のWAN DISKを使って会社と営業資料のやりとり
をしたり、営業用PR資料を本製品のWAN DISKに保存して公開するなど、営業支援
ツールとして便利に活用いただけます。

Macintoshのファイル共有プロトコルAFP（Apple Filing Protocol）3.1に対応していま
す。Mac OS X 10.2.x などAFP3.xに対応したクライアントから2GBを超えるファイ
ルを取り扱うことができます。
Windowsのファイル共有はCIFS/SMB3.0に対応しています。Windows 2000 / 2003サー
バのドメインレベルセキュリティにも対応します。

障害発生時でも本体の電源を停止することなく故障したドライブの交換ができるホッ
トスワップに対応。また、ドライブの交換後、自動的にデータの再構築を行うオート
リビルド機能を搭載しています。複雑な設定を行うことなくドライブを交換すること
ができます。

サーバー管理はクライアントマシン（Macintosh / Windowsのどちらも可）のWebブ
ラウザから簡単に行えます。設定は簡単で、必要に応じて細かな設定も可能です。



本製品には以下の機能が搭載されています。

AFP（Macintoshの共有機能）とNetBIOS（Windowsの共有機能）、NFS（Network File
System) に対応。ネットワークを介して共有フォルダにファイルを保管し、Macintosh

（Mac OS 7.6 ～ 9.2.2 / X 10.1 ～）やWindows（Windows 95 / 98 / Me / NT4.0 / 2000 /
XP）、UNIXなど異機種が混在した環境でもファイルを共有することができます。

FTP（ファイル転送プロトコル）対応により、インターネットなどの外部ネットワー
クを通じて本製品のWAN DISKにアクセスすることが可能です。専用のWANアカウ
ントを作成し外部からのアクセスを許可します。

共有フォルダ毎にアクセス権を設定することができます。設定できるアクセス権は、
そのフォルダへのアクセスを許可するユーザとグループ、そして許可するアクセスレ
ベル（読み出し / 書き込み）です。

　

Webブラウザを使って簡単に設定できる管理ソフト「YFS Controller Pro」を搭載。
サーバに必要な全ての設定をWebブラウザより行うことができます。DHCPクライア
ントにも対応していますので、ネットワーク内にDHCPサーバがあれば自動的にネッ
トワーク設定を行います。
※DHCPサーバがない場合にはIPアドレスが設定されませんので、N-RAID本体の操作パネルからIP

アドレスの設定を行う必要があります。

　

UPS（無停電電源装置）と本製品をUSBケーブルで接続すれば、停電検出を行うこと
が可能です。停電時には自動的にシャットダウンしますので、落雷などで突然の停電が
起こってもデータやハードウェアの損傷を防ぐことができます。
本製品は、APC社製Back-UPS ES 500に対応しています。



C
hapter 1 本製品をご使用になる場合は、下記の点に注意してください。

■ ファイル名およびフォルダ名として使用する文字の制限について
本製品を使用する場合、クライアントOSによってファイル名やフォルダ名
に制限があります。ここでは、OSごとの制限について説明します。
●Windowsの場合
ファイル名やフォルダ名に「¥ / : ; * ? " < > ¦」を含む文字列を設定すること
はできません。

● Macintoshの場合
本製品では、タイプフェイスが定義されていない文字コードを含むファイル
名やフォルダ名は、使用することができません。Mac OS 9以前では、この
ような文字を含むファイルやフォルダを作成することができますが、その
ファイルやフォルダを本製品の共有フォルダにコピーするとエラーが発生し
ますのでご注意ください。
Windowsで設定できない文字を含んだファイル名やフォルダ名をMacintosh
側から本製品に書き込むと、Windowsではファイルアクセスの問題を回避す
るために文字列を変換して表示します。しかしこの状態は、同じファイルの
名称がそれぞれのOS間で異なるという状況になりますので注意が必要です。

■ RAID構成について
本製品で構成できる RAIDレベルは以下のとおりです。

本製品は、出荷時に2台のドライブで「RAID 1」を構成し、1つのボリュー
ムを作成しています。 設定を変更したい場合は、P35「ボリュームを作成し
直す」を参照してください。

■ アクセス権の設定について
ファイル共有のアクセス権は「YFS Controller Pro」で作成できる第1階層の
フォルダにのみ設定ができます。第1階層のフォルダに含まれるサブフォル
ダにはアクセス権の設定はできません。

■ ファイルサイズについて
　単一で2GBを超えるファイルは、AFP3.0以降に準拠したクライアントのみ

が取り扱うことができます。



■ セキュリティについて
本製品では、HTTP（80）、AFPoverTCP（518,548）、NBTC（137～139,445）の
各サーバーサービスを提供しています。また、ユーザ認証はIDとパスワード
によって行います。内部や外部からの不正アクセスで被害を受けないよう、
ファイアウォールやブロードバンドルータを別途ご用意のうえ、安全を確保し、
パスワードも厳重に管理するなどセキュリティには十分注意を払ってください。
※（ ）内はポート番号

■ スリープ機能について
クライアントにMacintoshをお使いの場合、サーバに接続している状態でス
リープすると、一定時間で強制的に接続を解除します。Macintoshのスリー
プ機能を解除するか、スリープする前に共有を解除（アンマウント）するよ
うにしてください。

■インターネット等、外部ネットワークを介しての本製品の利用について
本製品のWANポートからインターネットに接続することで、LANに接続さ
れたユーザだけではなく、インターネットを介したユーザ間でファイル共有
を行う事ができます。しかし、そのインターネットを介することで、誰もが
このWANポートにアクセスすることができてしまいます。
このため、インターネットからの不正アクセスや攻撃、侵入を防ぐためにあ
らかじめ対策を講じる必要があります。

1.ネットワーク構成について
WANポートをインターネットに接続する場合には、直接つながずにポート
フィルタを設定したルータを介すなどの対処を検討してください。
ファイアーウォール機能をもつルータのDMZ側に接続する構成を推奨します。

2.パスワードの管理について
WAN側よりブラウザを使用した設定を行う場合には、ログインパスワード
の漏洩に注意が必要です。
N-RAID、接続するクライアントいずれかが信頼できないネットワークに接
続している場合には、WAN側からの設定を行わない運用を推奨します。

3.VPNの導入について
会社の拠点間のファイル共有など、あらかじめ接続するクライアントが特定
されるような構成で運用を行う場合には、VPN（Virtual Private Network）を
構築することで、安全な接続が実現できます。

＜参考＞インターネットでの一般的なセキュリティ対策については、以下のサイトで
詳しく述べられています。

http://www.ipa.go.jp/security/fy14/contents/soho/html/index.html



C
hapter 1

⑥ 

⑤ 
① 

③ 

② 

④ 

① 
本製品の設定を行います。液晶表示パネル、LED表
示とボタンで構成されています。詳しくは、次ペー
ジを参照してください。 

ハードディスクの動作状況を示します。 
　・緑色：ハードディスクに通電中 
　・赤色：ハードディスクの故障 

ハードディスクが取り付けられています。 

操作パネル 

ドライブトレイ 

ハードディスク 
電源ランプ（緑 / 赤） 

ハードディスクの動作状況を示します。 
　・黄色：ハードディスクにアクセス中 

ハードディスク 
ステータスランプ（黄） 

② 

空気が通ります。ふさがないようにしてください。通気口 

ドライブトレイをロックするためのカギ穴です。 カギ穴 

⑤ 

③ 

④ 

⑥ 



① 

サーバとして起動が完了すると、上段に「製品名」が、
下段には「設定されている6つのパラメータ」が表
示されます。 
パラメータは、「サーバ名」→「CPU温度」→「CPU
ファンの速度」→「現在の日時」→「LANのIPアド
レス」→「WANのIPアドレス」の6つで、2秒ごとに
表示が切り替わります。 

本製品のLANポートにネットワークケーブルが接続
されている時に橙色に点灯します。 

液晶表示パネル 

ネットワーク 
ステータスランプ 

操作パネルで本製品の設定を行う場合は、▲ボタン
および ▼ボタンで設定項目を選択します。 

▲（上向き三角）ボタン 

本製品に電源が投入されると緑色に点灯します。 電源ランプ ⑦ 

選択した値を確定する時にこのボタンを押します。 ENTボタン ⑤ 

前のメニューに戻る時にこのボタンを押します。 ESCボタン ⑥ 

② 

③ 

▼（下向き三角）ボタン ④ 

 

操作パネルで行う設定はすべて、クライアントマシンのWebブラウザから「YFS Controller
Pro」によって設定することができます。クライアントマシンから接続する際に、ネットワー
ク関連の設定を操作パネルで行う必要があります。
操作パネルでのネットワーク関連の設定手順は、P20を参照してください。

ENT ESC

⑤ 

① 

③ 

② 

⑥ 

⑦ 

④ 

注　意 
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① LANのネットワークケーブルを接続します。 LANポート 

② WANのネットワークケーブルを接続します。 WANポート 

⑤ 
USB接続に対応したUPS（無停電電源装置）を接続す
るためのポートです。 UPSポート 

⑥ 
冷却用のファンが取り付けられています。この部分
をふさがないように注意してください。 冷却用ファン 

③ 
このスイッチは、シーソー式の押し戻しタイプです。
本製品の電源を ON/OFF する時は、スイッチを押し
てすぐに離してください。 

電源スイッチ 

本製品に付属の電源ケーブルを接続します。 電源コネクタ ④ 

サーバの異常時などで、電源スイッチを押しても電源が切れない場合は、電源スイッチを押
し込んだまま数秒間待つと、電源は強制的に切れます。強制的に電源を切った場合、本製品
は異常終了したと認識し、次の起動時に復旧動作（リビルド）を行うことがありますのでご
注意ください。

注　意 

⑥ 

① 

② 

④ 

③ 

⑤ 



Chapter 2では本製品の基本的な使用方法をStepで説明し
ています。お使いのOSやサーバの設定によって作業順序
が異なります。お使いの設定の内容により、作業を進めて
ください。
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本製品を梱包箱より取り出したら、まず外見に破損などがないか確認してください。
輸送中の振動でドライブトレイのコネクタが接触不良等を起こしている恐れがありま
す。接触不良等からの故障を予防するために、初めて電源を入れる前には、必ず、以
下の手順でドライブトレイの再装着を行ってください。

この操作は、本製品に初めて電源を投入する前（ケーブル類を接続する前）に行って
ください。

手順は次ページからのStepの順番です。Stepの内容は以下のとおりです。



本製品のLANポートにネットワークケーブルを接続し、サーバを起動します。

この作業では、WANポート（下側のポート）にネットワークケーブルを接続しないでくださ
い。もし、接続している場合は、ネットワークケーブルを外してから、以下の作業を行って
ください。

図の表示は例です。

注　意 
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hapter 2 本製品はネットワーク内のDHCPサーバを検索し、IPアドレスを割り当て、液晶表示

パネルに IPアドレスを表示します。
DHCPサーバが存在しない場合や、DHCPサーバからIPアドレスの取得に失敗した場
合などには、IPアドレスは設定されず、液晶表示パネルにも表示されません。 この場
合には、次項の「IPアドレスを設定する」の手順に従って、IPアドレスを設定する必
要があります。

 …Step 3に進んでください。

 …本製品のIPアドレスとネットマスクを設定します。
以下の手順で行ってください。

操作パネルで IPアドレスを設定します。

・パスワードの初期設定は「00000000」（数字の0が8個）です。
　文字は「▲」ボタン「▼」ボタンで変更します。
　1文字の入力が終わったら「ENT」ボタンで次の文字に移動します。

図の表示は例です。



操作パネルでネットマスクを設定します。

・パスワードの初期設定は「00000000」（数字の0が 8個）です。
　文字は「▲」「▼」ボタンで変更します。
　1文字の入力が終わったら「ENT」ボタンで次の文字に移動します。

図の数値は入力例です。
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クライアント（管理者）のネットワーク設定を変更します。
お使いになるOSに合わせて設定を行ってください。

   …Step 3に進んでください。

   …サーバのIPアドレスは設定されません。本製品の
IPアドレスを液晶表示パネルで確認してください。
IPアドレスが表示されない場合は、P19「Step 1
サーバを起動する」を参照し、サーバのネットワー
ク設定を完了させてください。

   

IPアドレス：192.168.0.250
サブネットマスク：255.255.255.0

 　 IPアドレス：192.168.0.251
サブネットマスク：255.255.255.0

Mac OS 8.6～9.2.2でお使いの場合のTCP/IPの設定を行います。 以下の手順に従って
ください。
 　

 　

図の数値は入力例です。
この情報はネットワーク管理者
より入手してください。
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Mac OS X 10.1～でお使いの場合のTCP/IPの設定を行います。 以下の手順に従ってく
ださい。
 　

図の数値は入力例です。
この情報はネットワーク管理者
より入手してください。



Windows 95 / 98 / Meでお使いの場合のTCP/IPの設定を行います。 以下の手順に従っ
てください。
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図の数値は入力例です。
この情報はネットワーク管理者
より入手してください。
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hapter 2 Windows NT 4.0でお使いの場合のTCP/IPの設定を行います。 以下の手順に従ってく

ださい。

図の数値は入力例です。
この情報はネットワーク管理者
より入手してください。



Windows 2000 / XPでお使いの場合のTCP/IPの設定を行います。 以下の手順に従って
ください。
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クライアントマシンのWebブラウザより、YFS Controller Proを呼び出し、本製品を
設定します。
使用するWebブラウザはJavaスクリプトに対応している必要があります。

※この数値は入力例です。

※パスワードの初期設定は「00000000」（数字の0が8個）です。
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注　意 

サーバー名には「２バイト文字」と 「̃ $ / : , ' ; * ? " < > ¦ ` [ ] + + . @ ( ) 空白」を含めること
はできません。

同一ネットワーク上に重複したサーバー名を設定することはできません。他のサーバとサー

バ名が重複しないように注意してください。注　意 



クイック設定では、ボリュームの削除や変更はできません。
ボリュームのディスク構成などを変更する場合は、P35を参照してボリュームを作成し直し
てください。

注　意 
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作成済みのボリュームのディスク構成などを変更する場合は、以下の手順でボリュー
ムを作成し直してください。

ボリュームを作成し直すと、ボリューム内のデータはすべて消去されます。ボリュームを作
成し直す場合は、あらかじめデータのバックアップを実行してください。注　意 
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ボリューム作成が完全に終了するまで2～120分程度の時間がかかります。本製品では、ボ
リューム作成時に行われるRAIDの構築をバックグラウンドで行っていますので、終了したか
どうかを意識せずに設定を継続することができます。

注　意 
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クライアントマシンのWebブラウザより、YFS Controller Proを呼び出し、本製品を
設定します。
使用するWebブラウザは Javaスクリプトに対応している必要があります。

Step 3から引き続き作業する場合は、手順  から行ってください。

注　意 

グループ名は半角英数字で最大16文字までです。1文字目に「半角スペース」「-」「+」を使
用することはできません。また、「半角スペース」と「 : 、, 、 @ 、” 、￥、/ 」を含めること
はできません。



ユーザー名は半角、全角共に最大20文字までです。1文字目に「半角スペース」「-」「+」を
使用することはできません。また、「半角スペース」と「 : 、, 、 @ 、” 、￥、/ 」を含めるこ
とはできません。

注　意 
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クライアントからサーバに接続してみましょう。

以下の手順でサーバに接続します。外部のネットワークから接続する場合も同じ手順
で行います。
 　

サーバが表示されない、あるいはユーザー認証画面に進まない場合は、【Step 2】を参照し
AppleTalkが有効になっているかどうか確認してください。注　意 

図の数値は入力例です。
この情報はネットワーク管理者
より入手してください。



以下の手順でサーバに接続します。外部のネットワークから接続する場合も同じ手順
で行います。
 　

図の数値は入力例です。
この情報はネットワーク管理者
より入手してください。
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注　意 

ユーザー認証画面に進まない場合は、【Step 2】を参照しAppleTalkが有効になっているかど
うか確認してください。



サーバーが表示されないあるいはユーザー認証画面に進まない場合は、【Step 2】を参照し
ファイル共有が有効になっているかどうか確認してください。注　意 

図の数値は入力例です。
この情報はネットワーク管理者
より入手してください。
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長時間使用しない場合などには以下の手順で本製品を終了してください。
また、本製品の電源スイッチを押してすぐに離しても、サーバを終了させることがで
きます。

　





WAN DISK機能により、インターネットから本製品に
アクセスすることが可能です。
ここでは、その設定方法と外部からの接続方法につい
て説明します。
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インターネットから本製品へのアクセスを可能にするため、ネットワーク設定とアカ
ウント設定を行います。
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WANアカウントのユーザ名は、ユーザー設定で作成された同じユーザー名を使用することは
できません。注　意 



インターネットからWAN DISKに接続してみましょう。
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ユーザー認証画面に進まない場合は、【Step2】を参照しApple Talkが有効になっているかど
うか確認してください。注　意 



C
hapter 3



Webブラウザから呼び出して、本製品の設定を行う管
理ソフトのことを「YFS Controller Pro」といいます。
ここでは、YFS Controller Proでの設定について説明し
ます。



C
hapter 4

YFS Controller Proには、「システム設定」「ユーザー設定」「共有設定」「サーバー管
理」「WAN設定」「クイック設定」という6つのメニューがあり、これらの設定メニュー
で本製品に関するさまざまな設定を行います。

以下の手順でYFS Controller Proを呼び出してから、設定を行います。

　

※この数値は入力例です。

　



システム設定では、「ボリューム」「ネットワーク」「サーバー名」「使用言語」「日付
＆時刻」に関する設定を行います。

本製品は、搭載されているドライブを「ボリューム」として取り扱います。お使いの用途に
合わせ、搭載されている2台のドライブで「シングルディスク」もしくは「RAID」を構成し、
ボリュームを作成してください。本製品は、出荷時に2台のドライブで「RAID 1」を構成し、
1つのボリュームを作成しています。

ボリュームのナンバーです。 No.

ボリュームのディスク構成を表示します。 タイプ 

ボリューム全体の容量をMBで表示します。 容量 

既存ボリュームの設定内容を変更します。 変更 

選択したボリューム内のデータを初期化します。 初期化 

ボリューム内で使用されている容量をMBで表示します。 使用量 

搭載されているドライブのうち、ボリュームに構成されてい
るディスクのナンバーが表示されます。 ディスク 

ボリュームの状態を表示します。 ステータス 

既存ボリュームのディスク構成に含まれていないドライブが
ある場合に、ボリュームを追加作成します。P36の　　 と同
様の手順で作成してください。 

作成 

既存のボリュームを削除します。新たにボリュームを作成し
直す場合は、P35を参照してください。 削除 

注　意 
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YFS Controller Pro では、既存のネットワークに導入するために、さらに詳細なネッ
トワーク設定を行うことができます。

IP 設定で手入力を選択した場合、サーバーの IP アドレス
を入力します。「.」で 4 つに区切って入力してください。
使える文字は、半角数字と「.」のみです。 

IPアドレス 

IP アドレスをDHCP/BOOTPサーバより取得するか、手入
力で設定するかを選択します。 IP設定 

IP設定で手入力を選択した場合、ネットワークのサブネッ
トマスクを設定します。「.」で 4つに区切って入力してく
ださい。使える文字は、半角数字と「.」のみです。 

サブネットマスク 

ネットワークインターフェイスの選択を行います。 
「Ether0」が選択されていることを確認します。 ネットワーク 

ネットワークインターフェイスの速度を選択します。 
「Auto」を選択すると、接続したネットワークを検出し、
自動的に最適な速度に設定されます。 

速度 

DNS（Domain Name Service）サーバーのアドレスを指定し
ます。「.」で 4つに区切って入力してください。使える文
字は、半角数字と「.」のみです。 

DNSサーバー 
アドレス 

※IPアドレスを変更すると、YFS Controller Proを呼び出す時のIPアドレスも変更されます
　のでご注意ください。

図の数値は入力例です。
この情報はネットワーク管理
者より入手してください。



ファイル共有時にクライアントマシンで識別されるサーバー名を設定します。

ファイル共有時にクライアントマシンで識別されるサーバー
名を設定します。出荷時はユニークなサーバー名が設定さ
れています。変更する場合は、同一ネットワーク内でサー
バー名が重複しないように注意してください。 

サーバー名 
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時のファイル名やフォルダ名のコードページを設定します。
通常コードページは変更する必要がありません。

　

Mac OS 9までのMac OSのMacintoshをクライアントマシ
ンに使用した時のコードページを設定します。 
初期設定は「Japanese（Mac）」です。 

コードページ２ 
（Mac OS 9以前） 

FTPで接続した場合のコードページを設定します。 
初期設定は「Multilingual Latin 1（850）」です。 

コードページ3 
（FTP） 

クライアントマシンに Windows95/98 を使用した時のコー
ドページを設定します。 
この設定で他のバージョンのWindowsは影響を受けません。 
初期設定は「Japanese SJIS」です。 

コードページ１ 
（Windows95/98） 

YFS Controller Proの表示言語を設定します。 
初期設定は「Japanese」です。 
※Browser Default Languagesを選択すると、Webブラウザの言語
　 設定に合わせて表示されます。 

表示言語 



サーバに日付と時刻を設定します。

NTPサーバを使用して日付と時刻を自動調整する場合は、「はい」
のチェックボックスをクリックします。NTPサーバのリストか
ら任意のサーバを選択します。 
NTPサーバのIPアドレスを直接指定する場合は、「手入力」のチェッ
クボックスをクリックし、NTPサーバのIPアドレスを入力し
ます。半角数字を「.」で4つに区切って入力してください。 

NTPサーバ 

日付を設定します。 日付 

時刻を設定します。 時間 
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ユーザー設定では「ユーザ」「グループ」「クオータ」に関する設定を行います。

サーバーに接続できるユーザを新規に登録したり、その登録内容を変更することがで
きます。サーバーはクライアントマシンからのアクセスに対し、ここで設定された
ユーザー情報を元に認証を行います。

ユーザーの登録には、グループの設定が必要です。出荷時には、ユーザー、グループ共に登
録されていませんので、ユーザーを登録する前にグループの登録（P67を参照）が必要です。

設定したユーザー名を表示します。 ユーザー名 

サーバーが管理するユーザーIDを表示します。 ユーザーID

設定したユーザーのフルネームを表示します。 フルネーム 

ユーザーを新規に登録します。詳しくは次ページを参照。 作成 

登録済みのユーザーを削除します。詳しくは次ページを参照。 削除 

登録済みのユーザー設定を変更します。詳しくはP66を参照。 変更 

ユーザーが所属するグループを表示します。 グループ名 

ユーザーが所属するドメインを表示します。 ドメイン 

ユーザーが無効になっている場合にチェックマークがつきます。 
設定を変更する場合はユーザー設定の変更で行います。 無効 

注　意 



パスワードを入力します。Windowsの場合は、OSにログイン
する時と同じパスワードにしてください。 
使用できる文字は、半角英数字で最大14文字までです。 

新パスワード 

サーバ内部で管理されるユーザーIDを設定します。 
通常は、表示されているユーザーIDを変更せずにそのまま使用
します。 

ユーザーID

ユーザー名を入力します。Windowsの場合は、OS にログイン
する時と同じユーザー名にしてください。 
使用できる文字は、半角/全角共に最大20文字までです。 

ユーザー名 

ユーザが所属するグループを選択します。 所属グループ 

確認のために再度パスワードを入力します。【新パスワード】に
入力したものと照合します。 

パスワード 
確認 

設定するユーザのフルネームを入力します。 
使用できる文字は、半角/全角共に最大80文字までです。 

フルネーム 
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変更するパスワードを入力します。Windowsの場合は、OSに
ログインする時と同じパスワードにしてください。 
使用できる文字は、半角英数字で最大14文字までです。 

パスワード変更 

ユーザー名を入力します。Windowsの場合は、OSにログイン
する時と同じユーザー名にしてください。 
使用できる文字は、半角/全角共に最大20文字までです。 

ユーザー名 

確認のために再度パスワードを入力します。【パスワード変更】
に入力したものと照合します。 

パスワード 
確認 

ユーザーが所属するグループ名が表示されます。所属を解除す
る場合は、グループ名を選択して矢印ボタンをクリックします。 

グループ名 

登録済みのグループ名が表示されます。ユーザを所属させたい
グループを選択して矢印ボタンをクリックします。 

選択候補 

設定するユーザのフルネームを入力します。 
使用できる文字は、半角/全角共に最大80文字までです。 

フルネーム 

ユーザーを一時的に無効にする場合「はい」のチェックボック
スをクリックします。 

無効 



ユーザが所属するグループを登録します。クライアントマシンからの認証には直接影響
しませんが、グループ単位でのアクセス管理（権限設定）ができるので運用が容易にな
ります。　

設定したグループを表示します。 グループ名 

サーバーが管理するグループIDを表示します。 グループID

グループを新規に登録します。詳しくは次ページを参照。 作成 

登録済みのグループを削除します。詳しくはP69を参照。 削除 

登録済みのグループ設定を変更します。詳しくはP69を参照。 変更 

グループに所属しているユーザを表示します。 所属グループ 

グループが所属するドメインを表示します。 ドメイン 
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ユーザーが登録されていない場合、グループ名とグループIDのみが表示されます。

グループに所属するユーザー名が表示されます。所属を解除する
場合は、ユーザー名を選択して矢印ボタンをクリックします。 

所属グループ 

グループ名を入力します。使用できる文字列は、半角英数字の
16文字までです。 グループ名 

登録済みのユーザー名が表示されます。所属させたいユーザー
名を選択して矢印ボタンをクリックします。 選択候補 

サーバー内部で管理されるグループIDを設定します。 
通常は、表示されているグループIDを変更せずにそのまま使用
します。 

グループID

注　意 



グループに所属するユーザー名が表示されます。所属を解除する
場合は、ユーザー名を選択して矢印ボタンをクリックします。 

所属グループ 

登録済みのユーザー名が表示されます。所属させたいユーザー
名を選択して矢印ボタンをクリックします。 選択候補 

設定したグループ名を表示します。 グループ名 

サーバーが管理するグループIDを表示します。 グループID



C
hapter 4 クオータは、ファイル共有時にクライアントマシンより利用可能なファイル容量を管

理します。ボリューム毎もしくはユーザー毎に設定することができます。

　

「ボリューム別設定」もしくは「ユーザー別設定」を選択します。 クオータ 

ボリューム名を表示します。 ボリューム名 

データ使用量を表示します。 使用量 

ボリュームの最大容量を表示します。 最大 

ボリューム別もしくはユーザー別に割り当てる容量を入力します。 最小 



共有フォルダの設定を行います。

フォルダを新規に作成します。詳しくは次ページを参照。 作成 

作成済みのフォルダを削除します。詳しくはP73を参照。 削除 

設定したフォルダー名を表示します。 フォルダー名 

サーバー上のボリュームに作成されたパスを表示します。 パス 

フォルダの基本的なアクセス権を表示します。 標準アクセス権 

フォルダ作成時および変更時に入力したフォルダの説明を表
示します。 フォルダの説明 

SMB･･･ SMBサービスが開始されている場合にチェックマーク 
 がつきます。 
AFP･･･ AFPサービスが開始されている場合にチェックマーク 
 がつきます。 
NFS･･･ NFSサービスが開始されている場合にチェックマーク 
 がつきます。 

SMB/AFP/NFS

作成済みのフォルダ設定を変更します。詳しくはP73を参照。 変更 
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フォルダー名を入力します。Macintoshの「セレクタ」「サー
バへ接続...」やWindowsの「マイネットワーク」に表示される
名称です。 
使用できる文字は、半角英数字で最大12文字まで、全角で3～
4文字までです。 

フォルダー名 

フォルダの説明や備考などを入力します。Windowsの「マイネッ
トワーク」で詳細表示した際に表示されます。 
使用可能な文字列は、半角/全角共に最大で80文字までです。 
この項目は入力しなくても構いません。 

フォルダの 
説明 

・SMBはWindowsでファイル共有を実現するプロトコルです。 
 SMBサービスを開始するかどうかを設定します。 
・AFPはMacintoshでファイル共有を実現するプロトコルです。 
 AFPサービスを開始するかどうかを設定します。 
・NFSはUNIXで利用されるファイル共有システムです。 
 NFSサービスを開始するかどうかを設定します。 

サービス 

サーバ上のボリュームに作成されるパスを入力します。 
通常はフォルダー名と同じ名前に設定します。 
使用可能な文字列は、半角/全角共に最大で96文字までです。 

パス 

作成する共有フォルダの基本的なアクセス権を設定します。 
アクセス権の設定で詳細な設定を行うこともできます（P74を
参照）。 

標準アクセス権 

共有フォルダを作成するボリュームを選択します。 ボリューム 



フォルダー名を入力します。Macintoshの「セレクタ」「サー
バへ接続...」やWindowsの「マイネットワーク」に表示される
名称です。 
使用できる文字は、半角英数字で最大12文字まで、全角で3～
4文字までです。 

フォルダー名 

フォルダの説明や備考などを入力します。Windowsの「マイネッ
トワーク」で詳細表示した際に表示されます。 
使用可能な文字列は、半角/全角共に最大で80文字までです。 
この項目は入力しなくても構いません。 

フォルダの 
説明 

・SMBはWindowsでファイル共有を実現するプロトコルです。 
 SMBサービスを開始するかどうかを設定します。 
・AFPはMacintoshでファイル共有を実現するプロトコルです。 
 AFPサービスを開始するかどうかを設定します。 
・NFSはUNIXで利用されるファイル共有システムです。 
 NFSサービスを開始するかどうかを設定します。 

サービス 
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クライアントの種類をを選択します。選択する種類によって以
降の設定内容が変わります。 
・Windows / Macintosh / FTPの場合は以下の項目を参照 
・Unixの場合は次ページを参照 

クライアント 

アクセス権を設定するフォルダを選択します。 共有フォルダ 

ユーザ／グループに対して、読出可能に設定する場合に選択
します。 

読出可能 

ユーザ／グループに対して、書込可能に設定する場合に選択
します。 

書込可能 

ユーザ／グループに対して、接続不可に設定する場合に選択
します。 

接続不可 

登録済みのユーザおよびグループが表示されます。 ユーザ／グループ 

グループに所属するユーザー毎にアクセス権を設定する場合、グループ名の先頭にある「+」
をクリックし、グループ内のユーザーを表示させてから、各ユーザー毎の設定を行います。



クライアントの種類をを選択します。選択する種類によって以
降の設定内容が変わります。 
・Windows / Macintosh / FTPの場合…前ページを参照 
・Unixの場合…以下を参照 

クライアント 

アクセス権を設定するフォルダを選択します。 共有フォルダ 

基本的なアクセス権を表示します。 アクセス権 

ルートアクセスが可能かどうかを表示します。 ルートアクセス 

利用可能なホストを表示します。 利用可能ホスト 

アクセス権を新規に作成します。詳しくは次ページを参照。 作成 

作成済みのアクセス権を削除します。詳しくは次ページを参照。 削除 

作成済みのアクセス権を変更します。詳しくはP77を参照。 変更 
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基本的なアクセス権を表示します。 アクセス権 

ルート権限でのアクセスを可能にするかどうかを選択します。 ルートアクセス 

アクセスを許可するホストを指定します。全てのホストに対し
アクセスを許可する場合は”All Hosts”を選択します。個別にホ
ストを指定する場合は、DNSで名前解決可能な名称もしくはIP
アドレスを入力します。 

ホスト名 

設定を行うフォルダのパスを表示します。 エクスポートパス 



基本的なアクセス権を表示します。 アクセス権 

アクセスを許可するホストのホスト名もしくはIPアドレスを
表示します。 

ホスト名 

ルート権限でのアクセスを可能にするかどうかを選択します。 ルートアクセス 

設定を行うフォルダのパスを表示します。 エクスポートパス 
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hapter 4 サーバの共有ファイルをMacintoshから使用するための設定を行います。

すでに、Macintoshからファイル共有を行っている時に、この設定を変更すると接続が切断さ
れます。各クライアントのファイル共有を終了してから、設定を行ってください。

サーバが接続されたネットワークにAppleTalkゾーンが存在す
る場合に、サーバが所属するゾーンを選択します。 ゾーン名 

ユーザ認証などにWindows PDCを参照する場合にチェックを入
れます。 PDC認証 

Macintoshファイル共有の使用／不使用を設定します。 オン／オフ 

注　意 

サーバの共有ファイルをWindowsから使用するための設定を行います。



Windows共有でのサーバのセキュリティレベルの設定で、 ユー
ザまたはドメインが設定可能です。 
”ユーザ”は、ユーザ認証をクライアントとサーバー間のみで行
うもので、ワークグループの定義が必要です。 
”ドメイン”は、サーバがWindowsNTなどのドメインに追加され
ていて、ユーザー認証の時はサーバがドメインコントローラに
問い合わせを行います。 

セキュリティ 
レベル 

Windowsファイル共有の使用／不使用を設定します。 オン／オフ 

サーバが参加するワークグループを入力します。 ワークグループ 

Windowsのマイネットワークのコメントで表示される内容を入
力します。使える文字は、半角英数字で最大32文字、漢字・
ひらがなで最大16文字です。 

サーバー概要 

WINS機能を使用する場合、WINSサーバのIPアドレスを指定
します。「.」で4つに区切って入力してください。使える文字
は、半角数字と「.」のみです。 

WINSサーバ 
IPアドレス 

【PDC名】、【PDC管理者名】、【PDC管理者パスワード】はセキュリティレベルを「ドメイン」
を選択した場合に入力可能となります。
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ユーザ認証などにNISサーバを参照する場合に、チェックを入
れNISドメイン名を入力します。 

NISドメインを 
利用する 

UNIXファイル共有の使用／不使用を設定します。 オン／オフ 

以下の設定は、オン／オフに「設定する」を選択した場合に有効となります。 

サーバの共有ファイルをFTPで使用するための設定を行います。



詳細についての設定を行う場合、「設定する」を選択します。 
「設定する」を選択することにより以下の設定を行うことがで
きます。 

ステータス 

Passiveモードで通知する IPアドレスを指定する場合、「手動」
のチェックボックスをオンにして、IPアドレスを指定します。「.」
で4つに区切って入力してください。使える文字は、半角数字
と「.」のみです。 

PASVモードの 
IPアドレス 

FTPサーバが最初に監視するポート番号を設定します。 
通常は21のままで問題ありません。 バインドするポート 

Passiveモードで使用するFTPデータコネクションのポート番号
を設定します。 Passiveポート 

チェックを入れると、FTPサーバにあるファイルに対し、クラ
イアントからのファイル名の変更を禁止します。 

チェックを入れると、FTPサーバに同名のファイルが存在する
場合、上書きせず自動的にファイル名を変更してアップロー
ドします。 

接続するクライアントの最大数を設定します。この数を超え
たクライアントの接続は切断されます。 最大クライアント数 

FTPクライアントからのデータを全く受け取らないまま、クラ
イアントと接続している時間を設定します。 最大アイドルタイム 

１つのユーザから接続するセッションの最大数を設定します。
１回のFTPログインを１つのセッションとして監視し、この数
を超えたログインは拒否されます。 

１つのIPアドレスから接続するクライアントの最大数を設定
します。この数を超えたクライアントの接続は切断されます。 

IP毎の最大 
クライアント数 

ユーザ当たりの 
最大セッション数 

リネームしない 

自動リネーム 
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サーバの状態を確認したり、サーバを管理するための各種設定を行います。

サーバの各種状態を表示します。
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サーバーに障害が発生した時の設定を行います。
障害通知は、ブザーによる通知とメールによる通知を行うことができます。

通知方法を選択します。”メール”を選択すると画面が切り替わ
ります。詳細については次ページを参照。 ステータス 

CPU温度の異常が検知された場合に通知するかどうかを選択
します。通知を行わない場合は、スピーカーマークをクリックし、

「×」を表示させます。 
温度 

ファンの異常が検知された場合に通知するかどうかを選択し
ます。通知を行わない場合は、スピーカーマークをクリックし、

「×」を表示させます。 
ファン 

ディスクの異常が検知された場合に通知するかどうかを選択
します。通知を行わない場合は、スピーカーマークをクリックし、

「×」を表示させます。 
ディスク 

ボリュームの異常が検知された場合に通知するかどうかを選
択します。通知を行わない場合は、スピーカーマークをクリッ
クし、「×」を表示させます。 

ボリューム 

ブザーによる通知をするかどうかを選択します。 ブザー 
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通知方法を選択します。”ブザー”を選択すると画面が切り替わ
ります。詳細については前ページを参照。 ステータス 

メールによる通知をするメールサーバを入力します。 
IPアドレスもしくはホスト名を入力します。 メールサーバ 

メールのヘッダに付加する発信者メールアドレスを入力します。 
発信者 
メールアドレス 

設定時にテストメールを送る場合には「はい」を選択します。 
テストメールを 
送信 

送信先 
メールアドレス1～3

通知先のメールアドレスを入力します。 
必要に応じ３つまで入力することが可能です。 

メールによる通知をするかどうかを選択します。 メール 



SNMPエージェント機能を起動し、SNMPマネージャと組み合わせることで遠隔ネッ
トワーク管理を行うことができます。

エージェントから送出されるトラップに付けられるコミュニテ
ィ名を入力します。 トラップコミュニティ 

この装置の管理者名を入力します。 
SNMPではこの入力値をSNMPマネージャが取得し管理するこ
とが出来ます。 

認証警告を有効にするには「設定する」を、無効にするには「設定
しない」を選択します。 認証警告 

SNMPエージェント機能を起動にするには「設定する」を、停止
するには「設定しない」を選択します。 メール通知 

NASロケーション 

管理者名 

この装置の設置場所を入力します。SNMPではこの入力値を
SNMPマネージャが取得し管理することが出来ます。 

コミュニティ名を入力します。 コミュニティ 

トラップ送出時の送信先IPアドレスを設定します。 トラップIPアドレス 
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旧パスワードを入力します。 旧パスワード 

変更するパスワードを入力します。 新パスワード 

新パスワードで入力したものと同じパスワードを入力します。 パスワード確認 



サーバのシステム設定をファイル化して、バックアップやリストア（復元）を行います。

サーバ設定ファイルを作成し、クライアントマシンへダウンロー
ドするには「バックアップ」を選択します。 
すでに、クライアントマシンにダウンロードされた設定ファイ
ルをアップロードして設定を行うには「リストア」を選択します。 

バックアップ/ 
リストア 
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サーバーの全ての設定が初期化され、データも消去されます。設定ファイルの初期化を行う
場合は、あらかじめデータのバックアップを実行してください。注　意 



サーバのファームウェア（サーバソフトウェア）の更新を行います。

クライアント上のファームウェアファイルの保存先を指定し
ます。【参照】をクリックしてファイルを指定することもできます。 ファイルの参照 



C
hapter 4 サーバに接続された、無停電電源装置の停電監視を設定します。

当社で推奨するUPSは以下のとおりです。
 ・APC社製 Back-UPS ES 500

停電後のUPS監視を行う場合にチェックを入れます。  
この項目が有効になっている時は、停電検出後にUPSの運転状
態を監視し、電池容量 が5%以下またはバッテリでの電源供給
の残り時間が5分以内になると、待機時間内であってもサーバ
をシャットダウンします。 

停電後の 
UPS監視 

UPSの停電を検出してからサーバーのシャットダウンを行う
までの時間を入力します。 

停電後の 
待機時間 

UPSの型番を選択します。 UPSの選択 

UPSの停電監視を行うかどうかを選択します。 UPS監視 

接続クライアント 
への通知 

接続中のクライアントに、UPS異常を通知する場合にチェック
を入れます。 クライアントの種類や設定によっては、通知が行
われないことがあります。 



設定画面をログアウトし、YFS Controller Proを終了します。
　

サーバのシャットダウンまたは再起動を行います。
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WAN設定では、インターネットからのアクセスを可能にするため、「ネットワーク」
「アカウント」に関する設定を行います。また、データ転送の履歴を「FTPログ」で
確認することができます。

WANについての詳細なネットワーク設定を行うことができます。

IPアドレスをDHCP/BOOTPサーバより入手するか、手入力で
設定するかを選択します。 

IP設定 

IPアドレス 
IP設定で手入力を選択した場合、サーバーのIPアドレスを入力
します。「.」で4つに区切って入力してください。 
使える文字は、半角数字と「.」のみです。 

サブネットマスク 
IP設定で手入力を選択した場合、ネットワークのサブネットマ
スクを設定します。「.」で4つに区切って入力してください。 
使える文字は、半角数字と「.」のみです。 

ルータアドレス 
IP設定で手入力を選択した場合、ネットワークのルータアドレ
ス（デフォルトゲートウェイ）を指定します。「.」で4つに区切っ
て入力してください。使える文字は、半角数字と「.」のみです。 



インターネットから接続を可能にする、ユーザアカウントを設定します。

設定したユーザー名を表示します。 ユーザー名 

サーバーが管理するユーザーIDを表示します。 ユーザーID

設定したユーザーのフルネームを表示します。 フルネーム 

設定が無効になっている場合にチェックボックスに印がつき
ます。設定を変更する場合は、【変更】ボタンをクリックして
行います。 

無効 

ホームディレクトリが登録されているボリュームを表示します。 ホーム 

アクセス権を新規に作成します。詳しくは次ページを参照。 作成 

作成済みのアクセス権を削除します。詳しくは次ページを参照。 削除 

作成済みのアクセス権を変更します。詳しくはP69を参照。 変更 

WANアカウントのユーザ名は、ユーザー設定で作成された同じユーザー名を使用することは
できません。注　意 
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パスワードを入力します。 
使用できる文字は、半角英数字で最大14文字までです。 新パスワード 

サーバ内部で管理されるユーザーIDを設定します。 
通常は、表示されているユーザーIDを変更せずにそのまま使用
します。 

ユーザーID

ユーザー名を入力します。 
使用できる文字は、半角/全角共に最大20文字までです。 
登録済みユーザーと同じ名前を登録することはできません。 

ユーザー名 

確認のために再度パスワードを入力します。【新パスワード】に
入力したものと照合します。 

パスワード 
確認 

設定するユーザのフルネームを入力します。 
使用できる文字は、半角/全角共に最大80文字までです。 

フルネーム 



ユーザー名を入力します。 
使用できる文字は、半角/全角共に最大20文字までです。 
登録済みユーザーと同じ名前を登録することはできません。 

ユーザー名 

確認のために再度パスワードを入力します。【パスワード変更】
に入力したものと照合します。 

パスワード 
確認 

ユーザーからのアクセスを一時的に無効にする場合に、チェッ
クを入れます。 

設定するユーザのフルネームを入力します。 
使用できる文字は、半角/全角共に最大80文字までです。 

フルネーム 

変更するパスワードを入力します。使用できる文字は、半角英
数字で最大14文字までです。 

パスワード変更 

無効 



C
hapter 4 外部のネットワークとのデータ転送のログを表示設定します。

選択すると、全てのログが表示されます。 全て 

選択すると、アップロードしたログのみが表示されます。 アップロード 

選択すると、ダウンロードしたログのみが表示されます。 ダウンロード 

選択すると、ログが全て消去されます。消去してよければ確
認メッセージで【OK】をクリックします。 

ログ消去 

テキストボックスにキーワードを入力し【検索】をクリック
します。キーワードに該当するログが表示されます。 

検索 

アップロードを行った場合は「U」を、ダウンロードを行っ
た場合は「D」と表示します。 

アップロード/ 
ダウンロード 

データ転送を行った日付を表示します。 日付 

データ転送を行った時刻を表示します。 時刻 

データ転送を行ったデータのサイズを表示します。 サイズ 

データの転送先のパスを表示します。 パス 

データ転送を行ったユーザ名を表示します。 ユーザ名 

データ転送を行ったホストのIPアドレスを表示します。 ホスト 



インターネットよりWANアカウントでYFS Controller Pro
を呼び出し、パスワード変更やファイル転送ログの参照を
行うことができます。またWindowsの場合、FTPクライア
ント設定によるファイル転送を行うことができます。ここ
ではその方法について説明します。
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hapter 5

インターネットよりWANアカウントでYFS Controller Proを起動し、パスワードの変
更とファイル転送ログの参照を行うことができます。またWindowsの場合は、FTPク
ライアント設定によるファイル転送を行うことができます。

以下の手順でインターネットからYFS Contoroller Proを起動し、各操作を行います。



接続しているアカウントのパスワードを変更することができます。
以下の手順で行います。

旧パスワードを入力します。 旧パスワード 

変更するパスワードを入力します。使用できる文字は、半角英
数字で最大14文字までです。 新パスワード 

確認のために再度パスワードを入力します。【新パスワード】に
入力したものと照合します。 パスワード確認 
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選択すると、全てのログを表示します。 全て 

選択すると、アップロードした時のログのみを表示されます。 アップロード 

選択すると、ダウンロードした時のログのみ表示されます。 ダウンロード 

キーワードを入力し【検索】をクリックするとキーワードに
該当するログが表示されます。 

検索 

アップロードを行った場合は「U」を、ダウンロードを行った
場合は「D」と表示します。 

アップロード/ 
ダウンロード 

ファイル転送を行った日付を表示します。 日付 

ファイル転送を行った時刻を表示します。 時刻 

ファイル転送を行ったデータのサイズを表示します。 サイズ 

ファイル転送を行ったデータへのパスを表示します。 パス 

ファイル転送を行ったユーザ名を表示します。 ユーザ名 

WANアカウントでファイル転送を行ったログを参照することができます。



Windowsでご使用の場合、FTPクライアント機能を使用することにより、ファイルの
操作を行うことができます。

ブラウザにInternetExplorerを使用する場合は、以下のようなメッセージが表示される場合が
あります。
この場合、セキュリティレベルを変更する必要があります。P105を参照のうえ設定を変更し
てください。

注　意 
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クライアントのディレクトリを表示します。 ① 

③ WANDISKのディレクトリを表示します。 

①で選択したディレクトリの内容を表示します。 
④を対象にファイルやディレクトリをドラッグアンドドロップして操
作します。 

⑤ データ転送のログが表示されます。 

データ転送に関する情報が表示されます。 

② 

③で選択したディレクトリの内容を表示します。 
②を対象にファイルやディレクトリをドラッグアンドドロップして操
作します。 

④ 

⑥ 

① 

② 

⑤ 

⑥ 

③ 

④ 



以下の手順で、セキュリティレベルを変更します。
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設定画面をログアウトし、YFS Controller Proを終了します。



ハードディスクドライブは長期間お使いになると劣化によ
り、故障が発生することがあります。Chapter 6 では、障
害時のアラートと復旧の方法などを説明しています。本製
品の使用を開始したら次ページの「1. 日常の運用につい
て」を、お読みになることをお勧めします。



C
hapter 6 日常の運用および障害が発生した場合の本製品の取り扱いについて、以下の点にご注

意ください。

●本製品の電源が入った正常な状態で「電源を切る」、「ドライブホルダーを
取り出す」などの操作をしないでください。正常な状態でもこれらの操作
をすると、オートリビルド機能により再構築が開始されたり、最悪の場合
はすべてのデータが失われることがあります。

●ドライブホルダーは当社指定のもの以外は絶対に使用しないでください。
また、ドライブホルダー内のドライブをお客様ご自身で交換しないでくだ
さい。本製品が正常に動作しなくなります。なお、お客様ご自身でドライ
ブを交換された場合は保証の対象外になります。

●正常時および障害時のいずれの場合でも、電源を切った状態でドライブホ
ルダーを交換しないでください。再構築が開始され、ドライブの不一致を
検出できない場合はデータの内容が保証されないばかりか、正常なドライ
ブホルダーのデータが失われる恐れがあります。

ハードディスクドライブは消耗品です。長期間使用していると、いずれは劣化による
エラーや故障が発生します。その時に備えて準備をしておきましょう。

●障害の発生に備え、交換用ドライブホルダーを準備しておき、障害時に迅速
に対応するために、あらかじめ次ページ以降の内容を一度お読みください。

●読み書き時にエラーが多発するようになれば、ドライブの劣化が進行して
いると考えられます。障害は発生するかも知れないと考え、障害時の準備
を整えておきましょう。

●1台のドライブに障害が発生した場合は、同じ消耗度である他のドライブ
にも障害が発生するかも知れないと考え、障害時の準備を整えておきま
しょう。



ここでは本製品に障害が発生した場合の状態とアラートの解除方法について説明して
います。以下の手順で対処してください。

　　..... 弊社カスタマサポートまでご連絡ください。（P116参照）

本製品のドライブホルダー内のドライブに障害が発生すると、ブザーとランプ表示に
よって障害が発生したことを知らせます。

障害が発生すると、「ピーピー」と断続的にブザーが鳴ります。ブザーは障
害のあるドライブホルダーを引き抜くか、YFS Controller Proでアラートを解
除するまで鳴り続けます。
障害が発生したドライブホルダーを交換用ドライブホルダーに入れ替えると
すぐにリビルドが始まります。

障害の発生したドライブホルダーの「ハードディスク電源ランプ」が赤色に
点灯します。

アラートの解除を行い、障害の発生したドライブホルダーを外した状態でも動作は可能です
が、製品本来が持つデータの安全性を保つことができません。障害が発生した場合は、でき
るだけ速やかにドライブホルダーの交換を行ってください。

注　意 
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アラートを解除したあとも、本製品の電源は切らないでください。
注　意 

ブザーを停止するには、本製品の電源が入ったままの状態で、YFS Controller Pro で
ブザーの設定をOFFにするか、障害のあるドライブホルダーを引き抜くまで鳴り続け
ます。



故障したドライブホルダーを交換用ドライブホルダーと入れ替えます。復旧作業は本
製品の電源を入れたままの状態で行います。

復旧には数時間かかります。復旧作業中に本製品に対し、通常と同じように読み出しや書き
込みを行うことができますが、正常時よりも読み書きに時間がかかるため、できるだけ読み
出しや書き込みは行わないでください。

電源が入っていない状態でドライブホルダーの交換をすると、エラーが発生します。ドライ
ブホルダーの交換は必ず電源が入った状態で行ってください。誤って電源が入っていない状
態で取り外した場合は、エラーの出たドライブホルダーを外して、再度入れるとリビルドが
始まります。

注　意 

・ドライブホルダーの取手を持ってスロットから引き出します。

注　意 

取 手 
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復旧作業中も通常と同じように、本製品に対して読み出しや書き込みを行うことができます
が、正常時よりも読み書きに時間がかかります。そのため、動画やオーディオファイルは正
常に記録 /再生ができないことがあります。

復旧作業を一時的に中断したい場合は、復旧作業中に本製品の電源を切ることで中断するこ
とができます。再び電源を入れると、中断した時点から復旧作業を再開します。
また、復旧作業中に本製品の電源を誤って切ってしまった場合でも、そのまま本製品の電源
を入れることで復旧作業を続けることができます。
ただし、電源を切った状態で、ドライブホルダーを交換するなどの操作は絶対にしないでく
ださい。正常に復旧できないだけでなく、正常なドライブホルダーのデータも失われます。

ドライブが故障している場合は、修理する必要があります。弊社のカスタマサポートまでご
連絡ください。（P116参照）

・キーを差し込み、時計方
向に回します。



Chapter 7 では、本製品が正常に動作しない時のトラブル
シューティングとカスタマサポートなどをご案内していま
す。必要に応じてお読みください。
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正常に動作しない場合などトラブルが発生した時は、下記のことを確認してください。

サーバの起動が完了していることを確認してください。
いつもより時間がかかる場合は、ファイルシステムのチェックをしている可
能性がありますので20分程度待ってください。 それでも起動しない場合は、
サーバー本体が故障した可能性があります。弊社のカスタマサポートまでご
連絡ください。

設定したパスワードを忘れてしまって、YFS Controller Proにログインできな
くなった場合、パスワードを初期化するために製品を弊社までお送り頂く必
要があります。その場合には、弊社のカスタマーサポートにご連絡くださ
い。

パスワードはくれぐれも忘れないように注意してください。

ハードディスクに異常が起こると、ハードディスク電源ランプが赤色に点灯
します。RAID1を構成しているドライブホルダーであれば、正常なドライブ
ホルダーと交換すれば復旧させることができます。（P111参照）
また、ボリューム設定の際にスペアディスクを設定しておくと、異常が発生
した時に自動的にスペアディスクを割り当て、復旧が行われます。
異常が起きたドライブホルダーが、シングルディスクやRAID0に設定されて
いる場合には、データを復旧させることはできません。



Windows共有のセキュリティーレベルをユーザで使用している場合、サーバ
またはコンピュータが起動した直後は、コンピュータの名前が参照できない
ことがあります。 Windows ネットワークでは、ワークグループ内に LMB

（ローカルマスターブラウザ）という管理サービスが動作し、コンピュータ
の名前のリストを受け渡ししています。ブラウズマスタから接続したコン
ピュータの名前を取得できるまでに、10数分必要な場合があります。この問
題を回避するためにはサーバを起動したままにすることをお勧めします。
また、Windows NT / 2000 / XPから接続する場合には、【スタート】メニュー
から【ファイル名を指定して実行...】で「¥¥192.168.0.250」のように指定す
ることですぐに接続できます。

IPアドレスは、本製品の液晶パネルで確認することができます。（P20参照）
また、本製品の液晶パネルでIPアドレスを変更することができます。
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hapter 7 もし、トラブルが解消しなかった場合は、製品を購入された販売店、もしくは弊社ま

でご相談ください。

弊社では、「カスタマサポート」の専用回線を設置しております。お問い合わせは、下
記あてにお願いします。

弊社では、インターネットを利用して、よりタイムリーな製品情報を提供しています。

・製品情報
・製品に関するQ&A
・ドライバソフトおよびソフトウェアのアップデートサービス

   ※カスタマサポートの専用回線が混み合っている場合は、しばらくたってから
   おかけ直しいただくか、下記の電話番号あてにご連絡ください。

ヤノ電器株式会社
〒651-2242　神戸市西区井吹台東町7-3-1　Tel.（078）993-0007
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